
⼀級ボイラー技⼠試験 Ａ
（平成15年1⽉〜平成15年6⽉ 実施分）

問１ （ボイラーの構造に関する知識）

 熱及び蒸気に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）気体の⽐熱は、液体及び固体の⽐熱と異なり、圧⼒が⼀定で温度を１℃
  上げる場合の⽐熱と体積が⼀定で温度を１℃上げる場合の⽐熱の⼆つの表
  し⽅がある。
（２）14.5℃の⽔１kgを 15.5℃に上昇させるのに必要な熱量は、4.187kＪ
  {１kcal}である。
（３）標準⼤気圧のもとで⽔が沸騰し蒸気になると、その体積は⽔の約1600倍
  になる。
（４）１kgの湿り蒸気の中に５０gの⽔分が含まれている場合、その乾き度は
  ０.９５（９５％）である。
（５）熱と仕事は共にエネルギーの⼀種で、熱を仕事に変えることも、仕事を
  熱に変えることもできるが、仕事を熱に変えるには、いろいろな制約があ
  り、変換効率は悪い。

問２  鋳鉄製ボイラーに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。
  
（１）鋳鉄製であるため、鋼板製のものに⽐べ強度が弱く、腐⾷にも弱い。
（２）蒸気ボイラーの場合は、使⽤圧⼒が０.３ＭＰa{３kgf/cm２}までに限ら
  れる。
（３）セクションの数は、⼀般に２０以上である。
（４）蒸気ボイラーでは復⽔を循環使⽤するのを原則とし、給⽔管はボイラー
  本体後部セクションの安全低⽔⾯の少し下に直接取り付けられている。
（５）最近では､燃焼室の下部も⽔冷壁であるウェットボトム式のものが多い｡

問３  貫流ボイラーに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）管系だけから構成され、気⽔ドラムを要しないので⾼圧ボイラーに適し
  ている。
（２）管を⾃由に配置できるので、全体をコンパクトな構造にすることができ
  る。
（３）負荷変動により⼤きな圧⼒変動を⽣じやすいので、応答の速い給⽔量や
  燃焼量の⾃動制御を必要とする。
（４）細い管内で給⽔のほとんどが蒸発するので、⼗分な処理を⾏った⽔を使
  ⽤しなければならない。
（５）多管式⼩形ボイラーの循環⽅式は、強制循環であり、単管式⼩形ボイラ
  ーのそれは⾃然循環である。



問４   ⽔管ボイラーの特徴に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。

（１）燃焼室を⾃由な⼤きさに作ることができるので、燃焼状態がよく､また､
  種々の燃料及び燃焼⽅式に対して適応性がある。
（２）低圧⽤⽔管ボイラーは、⾼圧⽤⽔管ボイラーに⽐べボイラー⽔の⾃然循
  環⼒が低いため、循環ポンプによる強制循環式が採⽤される。
（３）直管式⽔管ボイラーは、⽔管が直管であることから管の熱膨張に対する
  順応性が少なく、あまり⾼圧には向かない。
（４）伝熱⾯積当たりの保有⽔量が少ないので、起動から所要蒸気を発⽣する
  までの時間が短い。
（５）曲管式の中圧ボイラーには、⽔ドラムのない１胴のものから蒸気ドラム
  及び⽔ドラム各１個の２胴形のもの、３胴形のものまであるが、２胴形の
  ものが多く使⽤されている。

問５  ボイラーの主蒸気弁等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。
  
（１）⽟形弁は、その構造上、吹出し弁に適している。
（２）仕切弁は､蒸気⼊⼝側の圧⼒により弁体と弁座が圧着されて気密を保ち､
  また、弁を全開すると蒸気は直線状に流れて抵抗は⾮常に⼩さい。
（３）２基以上のボイラーが蒸気出⼝で同⼀管系に連絡している場合には、逆
  流防⽌のため主蒸気弁の次に蒸気逆⽌め弁（ノンリターンバルブ⼜はチェ
  ックバルブ）を設けるのが普通である。
（４）弁箱の材料には、低圧で⼤⼝径のものには鋳鉄⼜は鋳鋼が、⾼圧⽤には
  鋳鋼がそれぞれ⽤いられる。
（５）⾼圧⾼温の弁は、弁体と弁座との間に⼤きな⼒が加わり開閉が困難にな
  るため、⼩形のバイパス弁を設け、主弁を開くのに先⽴ってこの弁を開い
  て低圧側に蒸気を送り、圧⼒差を少なくして弁の操作を容易にする。

問６  圧⼒計に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）圧⼒計は、胴⼜は蒸気ドラムの⼀番⾼い位置に取り付けるのが原則であ
  る。
（２）圧⼒計と胴との間にサイホン管を取り付け、その中に⽔を⼊れてブルド
  ン管に蒸気や⾼温の⽔が直接⼊らないようにする。
（３）圧⼒計を取り付けるときは、垂直に取り付け、圧⼒計のすぐ下にコック
  を取り付ける。
（４）圧⼒計の⽬盛盤には、ゲージ圧⼒が⽬盛られている。
（５）ブルドン管は、断⾯が真円形の管を円弧状に曲げ、その⼀端を固定し他
  端を閉じ、その先に⻭付扇形⽚をかみ合わせたもので、圧⼒が加わると管
  の円弧が広がり、⻭付扇形⽚が動く構造になっている。



問７  ボイラー各部の構造等に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。
  
（１）⽔管ボイラーのドラムには多数の管⽳を設けるが、⽔管を取り付けるの
  で、強度的には⽳のない同じ板厚の部分よりかえって強くなる。
（２）管ステーは、煙管ボイラーの管板などを補強するために⽤いられるが、
  煙管と同様に伝熱管の役⽬も兼ねる。
（３）溶接継⼿は、リベット継⼿より継⼿効率は低いが、材質をあまり考慮す
  る必要はない。
（４）炉筒煙管ボイラーの⽕炎に触れる後管板に取り付ける管ステーを縁曲げ
  する主な⽬的は、取り付け強度を⾼めるためである。
（５）けたステーは、主に炉筒煙管ボイラーに⽤いられる。

問８  次のボイラーの換算蒸発量として、最も近い値は(1)〜(5)のうちどれ
か。

 給⽔温度  ２０℃
 蒸気発⽣量  ５ｔ/ｈ
 蒸気圧⼒   ０.６ＭPa｛６kgf/cm2｝
 発⽣蒸気の⽐エンタルピ  2720kJ/kg｛650kcal/kg｝

（１）５２４０kg/h
（２）５３６０kg/h
（３）５７６０kg/h
（４）５８４０kg/h
（５）５９２０kg/h

問９  検出しようとする温度等とその検出器に⽤いる機構、検出体等との組合
せと
して、誤っているものは次のうちどれか。

（１）温 度 ……… バイメタル
（２）圧 ⼒ ……… ベローズ
（３）空気量 ……… オリフィス
（４）⽕ 炎 ……… 硫化鉛セル（PbSセル）
（５）⽔ 位 ……… 整流式光電管

問１０  ⾃動制御に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）オン・オフ動作による制御は、⽐較的⼩容量のボイラーの圧⼒、温度、
  ⽔位などの制御に⽤いられており、⼩容量ボイラーでは最も⼀般的な⽅式
  である。



（２）⽐例制御は、偏差の⼤きさに⽐例して操作量を増減するようにしたもの
  である。
（３）燃料量などの制御対象を⼀定範囲内の値に収めるべき量を制御量とい
  い､そのために調整する量を操作量という。
（４）フィードバッグ制御とは、あらかじめ定められた順序に従って制御の各
  段階を逐次進めていく制御である。
（５）フィードバック制御の⾃動制御装置は、設定部、検出部、調節部及び操
  作部からなっている。

問１１ （ボイラーの取扱いに関する知識）

 ボイラーの点⽕前の点検と準備に関する次の記述のうち、誤っているものは
どれか。

（１）空気抜き弁が開いていることを確認する。
（２）ボイラー⽔のブローを⾏い、ブローコック、ブロー弁の機能の良否を点
  検し、異常がなければ漏れのないよう確実に閉⽌しておく。
（３）給⽔タンクの⽔量を点検し、⼗分な量であることを確認する。また、給
  ⽔管路の弁が確実に開いていること及び給⽔装置の機能が正常であること
  を確認する。
（４）煙道の各ダンパを半開にして、炉内及び煙道内の換気を⾏う。通⾵機が
  ある場合には、これを運転して換気する。
（５）⽔⾯計の⽔位が標準⽔位であることを確認し、低いときは給⽔を⾏う。

問１２  ボイラーの圧⼒上昇時の留意事項として､誤っているものは次のうち
どれか｡

（１）蒸気が発⽣し始めたらボイラー内の空気を空気抜き弁から排出し、排出
  を終えたら空気抜き弁を閉じる。
（２）過熱器の⼊⼝弁、ドレン弁とも閉じておく。
（３）空気予熱器には、不同膨張を起こさせないため、初めから⾼温の燃焼ガ
  スを通さないようにする。
（４）⽔循環装置のないエコノマイザは、内部の⽔の⼀部吹き出しと給⽔を⾏
  い、内部の⽔を流動させる。
（５）冷たい⽔からたき始める場合には、ボイラー本体各部の温度上昇が平均
  するようにする必要があるため、圧⼒上昇は始めはゆっくり次第に速く上
  昇させる。

問１３  ブローに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）１⼈のボイラー技⼠がボイラーのブローを同時に⾏うことができるの
  は､２基のボイラーまでに限られる。
（２）⽔冷壁のブローは、ボイラーの燃焼中には⾏わない。



（３）直列に２個のブロー弁があるときは､ボイラー側のブロー弁を先に開く｡
（４）ボイラー底部からの間⽋ブローは、ボイラーを運転する前、運転を停⽌
  したとき⼜は燃焼が最も軽く蒸気圧⼒が低いときに⾏う。
（５）ブロー管の煙道内にある部分は、耐⽕物で耐熱防護し、適宜点検する。
  外だき横煙管ボイラーの場合は、特に注意が必要である。 

問１４  次の⽂中の (  ）内に⼊れるＡとＢの数値の組合せとして、正し
いもの
はどれか。
    
 「ボイラーの使⽤中、維持しなければならない最低の⽔⾯を安全低⽔⾯とい
い、炉筒煙管ボイラーでは、炉筒が煙管より⾼い場合には炉筒上⾯より（Ａ）
mm上部、煙管が炉筒より⾼い場合には煙管最上位より（Ｂ）mm上部とされ
てい
る。」

     Ａ      Ｂ
（１）  ６０    １００
（２）  ７５     ８０
（３）  ９０     ８０
（４） １００     ７５
（５） １２０    １００

問１５  プライミング及びフォ⼀ミングに関する次の記述のうち､正しいもの
はどれ
か｡

（１）プライミングやフォーミングが起きても、⽔⾯計にはその現象が現われ
  ないので危険である。
（２）フォーミングが起きたときは、主蒸気弁を⼤きく開いてボイラー内のあ
  わだちを早く無くすようにする。
（３）フォーミングが起きたときは、ボイラー⽔を⼀部排⽔したり、新しい⽔
  を送ったりしてはならない。
（４）プライミングが発⽣したときは、急いで⽔⾯を上げることにより防⽌で
  きる。
（５）プライミングやフォーミングが突発的に起きたときは、ボイラー⽔の⼀
  部をブローし、給⽔する。

問１６  ⽔⾯測定装置の取扱い上の注意事項として、誤っているものは次のう
ちどれ
か。



（１）フォーミングを⽣じたときは、⽔⾯計の機能試験を⾏う。
（２）ガラス⽔⾯計は、その可視部の最下端が蒸気ボイラーの使⽤中維持しな
  ければならない最低の⽔⾯（安全低⽔⾯）を指⽰する位置に取り付ける。
（３）⽔側の⽔柱連絡管は、⽔柱管に向って下がりこう配の配管になっている
  ことを確認する。
（４）差圧式の遠⽅⽔⾯計では途中に漏れがあると著しい誤差を⽣ずるので、
  漏れを完全に防⽌する。
（５）⽔柱管下部の吹出し管を毎⽇１回ブローし、⽔側連絡管のスラッジを排
  出する。

問１７  安全弁の調整等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）最⾼使⽤圧⼒の異なるボイラーを連絡している場合の安全弁の調整は、
  最⾼使⽤圧⼒の最も低いボイラーを基準に調整する。
（２）エコノマイザに取り付けた逃がし弁（安全弁）は、ボイラー本体に取り
  付けた安全弁より⾼い圧⼒で吹き出すよう調整する。
（３）過熱器の安全弁は、ボイラー本体の安全弁より低い圧⼒で吹き出すよう
  調整する。
（４）性能検査やボイラーの整備に際しては、必ず安全弁を分解し、⼗分な調
  整を⾏う。
（５）安全弁の⼿動試験は、最⾼使⽤圧⼒の５０％程度のときに⾏う。

問１８  ボイラー⽔に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）ボイラー⽔に含まれるガス体には、酸素、⼆酸化炭素などがあるが、酸
  素は直接腐⾷作⽤をもっているほか、他の物質との化学作⽤により腐⾷を
  助⻑させる。
（２）浮遊物には、りん酸カルシウムなどの不溶物質、微細なじんあいなどが
  あり、キャリオーバの原因となる。
（３）酸消費量は､⽔中に含まれる⼆酸化炭素などの酸性分を⽰すものである｡
（４）わが国で使⽤している硬度は、⽔中に含まれるカルシウムイオンとマグ
  ネシウムイオンの量をこれに対応する炭酸カルシウムの量に換算して試料
  １リットル中のmg数で表したものである。
（５）固形きょう雑物（浮遊混⼊物）には、泥、砂、有機微⽣物、コロイド状
  のけい酸塩などがある。

問１９  ボイラーの劣化・損傷等に関する次の記述のうち､誤っているものは
どれか｡
  
（１）グルービングとは、細⻑く連続して溝状を呈する腐⾷のことである。
（２）グルービングの発⽣しやすい箇所の⼀つとして、鏡板にあけられた給⽔



  ⽳がある。
（３）⾼圧ボイラーの胴の溶接継⼿に⽣ずる応⼒腐⾷割れを、か性ぜい化（ア
  ルカリ劣化）という。
（４）ボイラーの⽕炎に触れる部分が過熱され、内部の圧⼒に耐えられずに外
  部に膨れ出る現象を膨出（バルジ）という。
（５）クラックの発⽣しやすい箇所の⼀つとして、フランジ根本の丸みの部分
  がある。

問２０  ボイラーの乾燥保存法に関する次の記述のうち、誤っているものはど
れか。
  
（１）ボイラー⽔を全部排出して内外⾯をよく清掃し、燃料を軽くたいて完全
  に乾燥する。
（２）マンホール、その他附属品などの取付け部は、開放し⾵通しのよい状態
  にしておく。
（３）ボイラー内に蒸気や⽔が侵⼊しないよう、蒸気管、給⽔管は遮断板を挟
  むなどにより確実に外部との連絡を断つ。
（４）吸湿材には、シリカゲルなどが使⽤される。
（５）本体外⾯は、ワイヤブラシで清掃したのち、グリースなどを塗布してお
  くとよい。

（終り）

⼀級ボイラー技⼠試験 B
問１ （燃料及び燃焼に関する知識）

 燃料に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）引⽕点とは、液体燃料に⼩⽕炎を近づけたとき、瞬間的に光を放って燃
  え始める最低の温度をいう。
（２）⾼発熱量とは、⽔蒸気の凝縮熱を含まない発熱量で真発熱量ともいう。
（３）軽油の発熱量は、同質量の灯油のそれより⼩さい。
（４）点⽕しないのに温度の上昇によって燃料が⾃然に燃え始める最低の温度
  を着⽕温度（発⽕温度）という。
（５）発熱量は、重油の場合には断熱熱量計によって測定される。

問２  気体燃料に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）天然に存在するガスは、性状から乾性ガスと湿性ガスに⼤別される。
（２）湿性の天然ガスは、乾性のものより発熱量が⼤きい。
（３）湿性の天然ガスの可燃成分のほとんどはメタン（ＣＨ4）である。



（４）天然ガスを常圧で－１６２℃に冷却し、液化させたものを液化天然ガス
  （ＬＮＧ）という。
（５）液化⽯油ガス（ＬＰＧ）は、空気よりも重く、ＬＮＧより発熱量は⼤き
  い。

問３  理論空気量に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）理論空気量とは、燃焼に必要な最⼩の空気量を理論的に算出したものを
  いう。
（２）理論空気量の単位は、標準状態における空気の体積を⽤い、気体、液体
  及び固体燃料ともその質量１kgにつきm3Ｎ/kgで表す。
（３）炭素１kgが完全燃焼するために必要な理論空気量は、同質量の⽔素のそ
  れより⼩さい。
（４）理論空気量の算出には、まず燃料中の可燃成分と酸素量を知ることが必
  要である｡
（５）理論空気量の算出にあたっては、空気中の酸素の体積割合を２１％とす
  る。

問４  実際空気量と過剰空気等についての記述として、誤っているものは次の
うち
どれか。

（１）過剰空気とは、実際空気量と理論空気量の差である。
（２）重油の空気⽐の概略値は１.６〜１.９程度である。
（３）過剰空気を必要とするのは、実際の燃焼では炉内滞留時間が限られるな
  どのため、理論空気量だけでは燃料を完全燃焼させることが不可能である
  からである。
（４）過剰空気が過少な場合には、⿊煙が出たり未燃分が残るなどの影響が出
  る。
（５）過剰空気が過多な場合には、燃焼温度が低下し、ボイラー効率が低下す
  るなどの影響が出る。

問５  次の⽂中の (  ）内のＡ及びＢに⼊れる温度等の組合せとして、正
しいものは(１)〜(５)のうちどれか。
 
 「次の算式は標準温度における重油の容積Ｖｏを求めるものである。
 
           Ｖ
    Ｖｏ＝─────────  
        １＋ａ(ｔ－ｔｏ）
   この式で、



   ｔｏは重油の標準温度で、（ Ａ ）である。
   ａは重油の体膨張係数で、（ Ｂ ）である。」
 
      Ａ         Ｂ
  （１） ０℃      ０.００７/℃
  （２）１０℃      ０.００７/℃
  （３）１５℃      ０.００７/℃
  （４）１５℃      ０.０００７/℃
  （５）２０℃      ０.０００７/℃ 

問６  重油供給装置に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）ストレージタンク（貯油槽）には、通常、１週間から１か⽉の使⽤量の
  燃料油を受け⼊れて貯蔵する例が多く、フロート式の液⾯計などを装備し
  てタンク内の残油量を管理する。
（２）サービスタンク（給油槽）は、⼯場内に分散する各燃焼設備に、燃料油
  を円滑に供給する油だめの役⽬をなすもので、その⼤きさはサービスタン
  クが供給する燃焼設備の定格油量の２時間程度の容積が⼀般的である。
（３）移送ポンプは、ストレージタンクがらサービスタンクへ燃料を移送する
  ためのポンプで、サービスタンク内の液位を規定範囲内に保つように液⾯
  調節器によってＯＮ－ＯＦＦする。
（４）吸込み側ストレーナとして、⽐較的粘度が⾼い重油ではフィルタ清掃⽤
  の回転ブラシを備えたオートクリーナと呼ばれる単室形のストレーナが多
  く⽤いられる。
（５）噴燃ポンプは重油をバーナから噴射するのに必要な圧⼒まで昇圧して供
  給するポンプであり､ギアポンプ⼜はスクリューポンプが多く⽤いられる｡

問７  重油燃焼装置に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（ｌ）⾼圧気流噴霧式油バーナは、噴霧粒が細かく、粗悪油でも霧化すること
  ができるが、噴油量調節の範囲が狭い⽋点がある。
（２）バーナのスタビライザは燃料油を霧状に微細化して、バーナ中⼼から炉
  内に向けて円すい状に噴射する装置である。
（３）油圧噴霧式油バーナは、霧化媒体を必要としない。
（４）ロータリーバーナは、⾼速で回転するカップ状の霧化筒の外側に燃料を
  滴下し、遠⼼⼒で霧化する。
（５）油加熱器によるＡ重油の加熱温度は、Ｃ重油の加熱温度より⾼くしなけ
  ればならない。

問８  下記の性能のボイラーのボイラー効率の近似値は､次の(１)〜(５)のうち
ど
れか。



 ただし、発⽣蒸気の⽐エンタルピは２７８０kＪ/kg{６６４kcal/kg}、給⽔
の⽐エンタルピは１００kＪ/kg{２４kcal/kg}とする。

毎時蒸発量        １０ｔ/h
毎時燃料消費量    ７８６kg/h
燃料の低発熱量  ４１０００kJ/kg
         {９７９０kcal/kg}

（１）８１％
（２）８３％
（３）８６％
（４）８９％
（５）９２％

問９  重油燃焼ボイラーの伝熱⾯の低温腐⾷を防⽌するための措置として、誤
って
いるものは次のうちどれか。

（１）蒸気式空気予熱器を⽤いるか、⼜は燃焼ガスの再循環を⾏い、伝熱⾯の
  表⾯温度が低くならないようにする。
（２）空気予熱器内の空気の流れと燃焼ガスの流れを同じ⽅向にする。
（３）低酸素燃焼を⾏い、ＳＯ２（⼆酸化硫⻩）の酸化を制限する。
（４）⽕炎温度を調整し、Ｈ２ＳＯ４（硫酸）蒸気の露点を上げる。
（５）燃焼室及び煙道への空気の侵⼊を防⽌し、伝熱⾯の温度低下を防ぐ。

問１０  窒素酸化物（ＮＯx）の発⽣を減少させる⽅法として､誤っているもの
は次の
うちどれか。
  
（１）過剰空気を多くして燃焼させる。
（２）⼆段燃焼、濃淡燃焼などにより対応する。
（３）⾼温燃焼域における燃焼ガスの滞留時間を短くする。
（４）燃焼温度を低くし、特に、局所的⾼温域をさける。
（５）燃焼温度を下げるには、燃焼⽤空気に排ガスの⼀部を再循環、混合させ
  る⽅法がある。

問１１ （関 係 法 令）

 伝熱⾯積の算定⽅法として、誤っているものは次のうちどれか。
  
（１）横煙管ボイラーの煙管の伝熱⾯積は、内径側で測る。
（２）⽔管ボイラーのドラム表⾯積は、伝熱⾯積に算⼊しない。
（３）⽔管ボイラーの⽔管の伝熱⾯積は、外径側で測る。



（４）貫流ボイラーは、燃焼室⼊⼝から過熱器出⼝までの⽔管の燃焼ガス等に
  触れる⾯の⾯積を伝熱⾯積とする。
（５）⽴て横管ボイラーの横管の伝熱⾯積は、外径側で測る。

問１２  就業制限に関する説明として、誤っているものは次のうちどれか。

（１）最⼤電⼒設備容量５０kＷの電気ボイラーは、ボイラー取扱技能講習を
  修了した者が取り扱うことができる。
（２）伝熱⾯積が３ｍ２の蒸気のボイラーは、ボイラー取扱技能講習を修了し
  た者が取り扱うことができる。
（３）胴の内径が７５０mmで、かつ､その⻑さが１４００mmの蒸気ボイラー
は､
  ボイラー技⼠でなければ取り扱うことができない。
（４）伝熱⾯積が１４ｍ２の温⽔ボイラーは、ボイラー取扱技能講習を修了し
  た者が取り扱うことができる。   
（５）伝熱⾯積が３０ｍ２の貫流ボイラー（気⽔分離器を有しないもの｡)は、
  ボイラー技⼠でなければ取り扱うことができない。 

問１３  ボイラー技⼠免許に関する次の記述のうち、誤っているものはどれ
か。
  
（１）免許証を損傷したときは、住所を管轄する労働基準監督署⻑に再交付申
  請をする。
（２）⼀級ボイラー技⼠免許を受けた後、３年以上ボイラー取扱作業主任者と
  しての経験がある者は､特級ボイラー技⼠免許試験を受けることができる｡
（３）免許証を他⼈に貸与したときは、免許を取り消されることがある。
（４）満１８歳以上の者でないと、免許を受けることができない。
（５）ボイラー取扱いについて、重⼤な過失により重⼤な事故を起こしたとき
  は、免許の取消し⼜は免許の効⼒停⽌の処分を受けることがある。

問１４  ボイラー取扱作業主任者に⾏わせなければならない職務として、法令
で定め
られていないものは次のうちどれか。
 
（１）毎⽇、ボイラー使⽤中の最⾼の圧⼒を記録すること。
（２）排出されるばい煙の濃度及びボイラー取扱い中における異常の有無を記
  録すること。
（３）⾃動制御装置を点検し、調整すること。
（４）最⾼使⽤圧⼒を超えて圧⼒を上昇させないこと。
（５）圧⼒、⽔位及び燃焼状態を監視すること。



問１５  ボイラー室に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）安全弁、その他の附属品の検査及び取扱いに⽀障がなければ、ボイラー
  の最上部とその上にある配管との距離は０.８ｍでもよい。
（２）ボイラー設置場所に障壁を設けないで重油を貯蔵する場合、重油タンク
  をボイラーの外側から２ｍ離しておけばよい。
（３）胴の内径が５００mmで、その⻑さが９５０mmの⽴てボイラーの外側
から
  壁、配管その他ボイラーの側部にある構造物（検査及び掃除に⽀障のない
  ものを除く。)との距離は０.３５ｍでもよい。
（４）ボイラーに附設された⾦属製の煙突の外側から０.１３ｍのところにあ
  る可燃性の物は原則として⾦属材料で被覆しなければならない。
（５）ボイラー室には⽔⾯計のガラス管、ガスケット、その他の必要な予備品
  及び修繕⽤⼯具類を備えなければならない。

問１６  附属品の管理に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）蒸気ボイラーの常⽤⽔位は、ガラス⽔⾯計⼜はこれに接近した位置に、
  現在⽔位と⽐較することができるように表⽰すること。
（２）逃がし管は、凍結しないように保温等の措置を講ずること。
（３）圧⼒計の⽬盛盤の最⼤指度は、最⾼使⽤圧⼒の１.２倍以上３.５倍以下
  の圧⼒を⽰す指度とするここと。
（４）圧⼒計は、その内部が凍結し、⼜は８０度以上の温度にならない措置を
  講ずること。
（５）燃焼ガスに触れる給⽔管は、耐熱材料で防護すること。

問１７  ボイラー（⼩型ボイラーを除く。)の定期⾃主検査に関する次の記述
のうち､
法令で定められていないものはどれか。

（１）定期⾃主検査は、使⽤を開始した後、１⽉以内ごとに１回、定期に⾏わ
  なければならない。
（２）１⽉を超える期間使⽤しない場合、その期間は定期⾃主検査を実施する
  必要はない。
（３）定期⾃主検査を⾏った場合、異状を認めたときは、その状況を記録し、
  次回の性能検査が終了するまで保存しなければならない。
（４）１⽉を超える期間使⽤しなかったボイラーを再び使⽤しようとするとき
  は、定期⾃主検査を⾏わなければならない。
（５）定期⾃主検査の項⽬として定められているものは、①ボイラー本体、
  ②燃焼装置、③⾃動制御装置、④附属装置及び附属品の４項⽬である。

問１８  ボイラーの廃⽌に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。



（１）ボイラー（移動式ボイラーを除く。）は、所轄労働基準監督署⻑の許可
  がなければ使⽤を廃⽌することはできない。
（２）移動式ボイラーを廃⽌するときは、都道府県労働局⻑の許可を受けなけ
  ればならない。
（３）廃⽌したボイラーを再び使⽤するときは、所轄労働基準監督署⻑が⾏う
  使⽤検査を受けなければならない。
（４）移動式ボイラーの使⽤を廃⽌したときは、所轄労働基準監督署⻑を経由
  し、当該ボイラー検査証を交付した都道府県労働局⻑に返還しなければな
  らない。
（５）ボイラーは、廃⽌の時期が決まっていれば、その時期まで有効期間を延
  ⻑することができる。

問１９  ボイラーの給⽔装置について、法令で定められていないものは次のう
ちどれ
か。

（１）最⾼使⽤圧⼒０.２ＭＰa{２kgf/cm２}の⽴て横管式蒸気ボイラーでは、
  最⾼使⽤圧⼒より２０％以上⾼い⽔圧⼒で給⽔することができる給⽔タン
  クは、給⽔装置とすることができる。
（２）⾃動給⽔調整装置は、近接して設置されている２基のボイラーに共通の
  ものとすることができる。
（３）最⾼使⽤圧⼒０.１ＭＰa{１kgf/cm２}未満の蒸気ボイラーは、給⽔管の
  逆⽌め弁を省略することができる。
（４）伝熱⾯積が３０ｍ２の⽔管ボイラーの給⽔弁の呼び径は、２０Ａ以上と
  しなければならない。
（５）給⽔内管は、取り外しができる構造のものでなければならない。 

問２０  鋳鉄製ボイラーに関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。
  
（１）温⽔ボイラーには、ボイラーの本体⼜は温⽔出⼝付近に⽔⾼計を取り付
  けなければならない。
（２）温⽔ボイラーには、⽔⾼計と同時に⾒ることのできる位置に温度計を取
  り付けなければならない。
（３）⽔道管から給⽔する場合の給⽔管は、返り管に取り付けなければならな
  い。
（４）温⽔ボイラーでゲージ圧⼒０.４ＭＰa{⽔頭圧４０ｍ} を超えるものに
  は、温⽔温度が１２０度を超えないよう温⽔温度⾃動制御装置を設けなけ
  ればならない。
（５）ボイラーの構造は、組合せ式としなければならない。

  （終り）
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